
『年長児の前進！躍進！！』 

★この一年で、継続して取り組む力が自信に繋がりました★ 

F耕君…書ける字も増え、言葉も沢山覚えました。リズムに合わせて身体を動かす事も上手になりました。 

T田君…襟を整える事や書字等の手先を細かく使う中で、巧緻性や気持ちのコントロール力もつきました。 

M原さん…リボン結びや髪結びが上手になり、身だしなみを整え、女子力もアップしました。 

K合君…折り紙や学習と毎日お母さんの話を聞いて頑張りました。泣かない強い子になりました。 

A崎君…おしゃべりが上手になり、人に気持ちを伝える力が付きました。書ける平仮名も増えました。 

N嶋君…文字や計算など頑張りました。姿勢を整えて真っすぐ前を見て座っている姿がとても素敵です。 

H本君…動作法、歩行練習、学習とお母さんと毎日コツコツ取り組みました。頑張る力が付きました。 

S浦さん…利用できるトイレが増え、トイレの一連の流れも自分で出来る様になりました。 

K原君…お話が上手になりました。ゲームで負けても泣かずに我慢できるようになりました。 

地域療育等支援事業のお知らせ 

◆ハッピークラブ  ～ ３月  １日（水）  

◆ラッキークラブ① ～ ３月  ８日（水） 

◆ラッキークラブ② ～ ３月 1５日（水）  

◆ラッキークラブ③ ～ ３月２２日（水） 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策の動向次第で実施内容や中止も考えられます。 

各自上靴とスニーカー（戸外活動の場合もあります）と運動しやすい服装（長ズボン）、水筒、帽子をご持参下さい。 

※すべてのクラブの開始時間は午後 4時からとなっています。欠席や遅刻の場合は必ずご連絡下さい。 

文集『さんき』のお礼 

皆様のご協力により、多くの

方に原稿を提出頂きました。 

３月に出来上がりましたら皆様

にお配りします。 

ありがとうございました。 

退職にあたって 

今年度をもって退職する事になりました。 

子ども達の笑顔に元気をもらいながら、子ども達と向き合えた

事、感謝でいっぱいです。とても楽しく 7年間を過ごす事が

できました。関わって下さった子ども達、保護者の皆様、本当

にお世話になりました。ずっと応援しています！ 

                      鳥居 世奈 
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３月
『節分』 

「節分」という言葉には季節を分けるという意味があり、「家族が健康で幸せに過ごせますように」と

いう意味をこめて鬼を外に追い出し福を招き入れるために豆を撒きます。昔の日本では一年の始まりの

行事として特に大切にされていた季節行事です。さて、三気の家の節分は…この日の為に作った鬼の角

を被って、鬼のボードにボールを投げるゲームも楽しんでいる中、今年も赤鬼と青鬼が忙しい中やって

きてくれました。1月の電話予約では「忙しくて来られない…」との返事でしたので突然の鬼の登場に

びっくり顔の子ども達。怖さでスタッフにしがみ付いたり、喜んで鬼を追いかけて豆を撒いたりなど様

子は様々でした。最後には、鬼からお土産のお菓子をもらってニッコリ笑顔。心の中の「怒り鬼・泣き

鬼・イヤイヤ鬼・いじわる鬼」の話を聞いた後は、心の鬼に負けないで今年も元気に健やかに過ごしま

しょうと約束をしました。 

    

 

三気の家の理念及び療育方針 

・設立理念：「社会の中で生きがいを持ち、豊かな人生を送れるように、ひとりの人として生きる力をつける」を 

設立理念とし「のんき・こんき・げんき」をスローガンに療育を行っています。 

・療育方針：食事、排泄、衣服の着脱、挨拶などの基本的生活習慣を確立させます。 

・コミュニケーション能力を養うため、歩く、座る、見る、真似る、指示に合わせる、言葉の指導などを行います。 

持続力、適応力、体力をつけるために、リズム体操、集会、戸外活動、製作活動などをおこないます。 

『アンケート報告』 

児童発達ガイドラインに基づく評価を実施し、結果がまとまりましたのでここに公表します。 保護者の皆

様からの貴重なご意見やご要望をたくさんいただきました。アンケートにご協力いただきました皆様には心

より感謝申し上げます。これらを参考とし、今後の支援に生かしていきたいと思います。 

1.環境・体制整備～環境整備、職員配置、専門性について適切であるという回答がほとんどでした。日々の

療育後、掃除や消毒がされており心地よく過ごせる、園庭があり良い、トイレの便器の種類が数種類あり

良い、階段と廊下が少し暗い感じがする等のご意見もありました。 

2.適切な支援の提供～児童発達支援計画に沿った支援や活動プログラムがなされているかについて、適切で

あるという回答がほとんどでした。あと少しで達成できそうな事や、新たな課題など本人の発達に応じて

提案してもらえるので家庭で取り組みやすい、担当の先生以外も、今頑張っている事が伝達されており同

じ対応をしてもらい有難い、個別支援計画は分かり易く作成、説明してもらっている等のご意見がありま

した。 

3.保護者への説明～運営規定、利用者負担、児童発達支援計画の説明など、適切に行われているという回答

がほとんどでした。月毎の面談、日々の連絡帳で褒める事や困っている事への対応、具体的な改善への助

言が子育ての指針になって頼りにしている、家庭状況も考慮して助言が貰える、ファミリー学習会等とて

もためになっている、他の子の持ち物が入っている事がある等のご意見もありました。 

4.非常時等の対応～適切に避難訓練等行われているという回答がほとんどでした。 

5.満足度～予定表の活動を見て楽しみにしています。「先生が待ってる」と言うと気持ちが切り替わります。

楽しんで通ってくれる事が一番嬉しい、親身に相談に乗って下さるのでとても満足している等のご意見が

ありました。アンケートへのご協力ありがとうございました。   

鬼さん怖くないよ！ 
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